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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業２１ 事業支援部 販路開拓グループ　TEL：075-315-8590  E-mail：market@ki21.jp

品質にこだわり肉の小売・卸売を
展開する「食文化創造提供企業」
　当社は精肉店・すき焼き店の経営からス
タートし、1969（昭和44）年の設立以降は
精肉店の出店に注力してきました。精肉店
は現在、シンガポール店を合わせると計
23店舗にのぼります。通信販売を含む小

売業と、レストランなど国内外約1,000件への卸売業、2本柱で
発展してきました。
　強みは、肉を見極める目と切り分ける技術によって実現され
る、確かな品質にあります。主力の牛肉は毎朝、私が市場に足
を運んで競り落としています。生産者との契約のもと「京丹波
平井牛」をはじめブランド牛も販売。長野県特産「村沢牛」を取
り扱っているのは、国内でも当社のみです。

海外出展で得た気づきが
輸出拡大やシンガポール進出の原動力に
　2015（平成27）年、「KYOTO BEEF 雅」（京都のブランド牛
の海外向け統一ブランド名）の初輸出に携わりました。輸入肉
も扱っており、様々な国の牛肉を見てきた当社は、次第に「和牛
の魅力をもっと広めたい」と、海外に目を向けるようになりまし
た。また、世界中の人々に味わってもらうことで「生産者のモチ
ベーションを高めたい」との思いもありました。
　そこで、独自に各国を訪れレストランのシェフに和牛のレク

チャーを行う活動を開始。また、
2017（平成29）年からは「Kyoto 
Japan」海外戦略プロジェクトを
活用し、2年間で4カ国の展示会
に6回出展しました。これらの活
動により、「和牛の本当の価値が
認知されていない」という気づき
を得るとともに、海外での人脈を広げることにもつながりまし
た。活動の活発化により輸出先は16カ国まで増加。2019(令
和元)年にはシンガポールに精肉店をオープンすることができ
ました。京都企業の協力のもと実施した、お茶、菓子などを販売
する期間限定フェアも好評です。
　目標は、ヨーロッパにおける販路拡大
と、シンガポールでの多業態による多店
舗展開。展示会での気づきからその重要
性を確信した、売るだけではなく、切り
方・食べ方を知ってもらい現地に根づか
せるスタンスを貫いていきたいです。

株式会社銀閣寺大西展示会への出展をきっかけに確立させた
“現地に根づかせる”スタンスで、海外販路を拡大

代表取締役社長
大西 雷三 氏
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●代表取締役社長／大西 雷三
●所　在　地／京都市左京区浄土寺東田町53番地
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●事 業 内 容／食肉全般および加工品、関連総合食品の卸・小売販売

https://www.onishi-g.co.jp/

「Kyoto Japan」海外戦略プロジェクト支援企業紹介 取  材

「Kyoto Japan」海外戦略プロジェクト事業では、海外市場の開拓を目指す京都企業を支援するため、
海外での物産展、商談会等の開催および展示会出展、バイヤー招へいによる個別商談会を開催しています。
本事業を活用して海外販路の開拓・拡大に取り組む企業を紹介します。

シェフに和牛をレクチャーする催しを
世界各地で開催

2019年9月にオープンした
シンガポール店

●お問い合わせ先／ 京都府よろず支援拠点（公財）京都産業２１ お客様相談室　TEL：075-315-8660  E-mail：okyaku@ki21.jp

 相談のきっかけ
　当社は、「子どもは世界一のデザイナー」
をコンセプトに、お客さまから注文を受けて
お子さまの絵を生地にプリントし、オリジナ
ルのバッグや雑貨を製作・販売しています。
　起業のきっかけは、甥の描いた絵をプリ
ントしたバッグを妹にプレゼントしたことで
す。妹や甥はもちろん、家族や友人たちにも

喜ばれ、「これには多くの人の心を動かす力がある」と実感。長
くアパレル・服飾雑貨業界でマーチャンダイジングやデザイン
に携わり、在庫管理の難しさを感じたこともあり、完全受注製作
の事業を思い立ちました。
　起業にあたっては専門家のアドバイスを受けたいと思い、
「第8回京都女性起業家賞」に応募。その際、「京都府よろず支
援拠点」を紹介いただき、相談することになりました。

 支援内容
　当社の特長は、既製品に絵をプリントするのではなく、生地
作りから行うところです。これにより絵の魅力を最大限生かし
ながら、より高品質な商品を作ることができます。
　「よろず支援拠点」では、知識・経験に富んだコーディネー
ターがどんな事業であっても可能性を見つけ、事業化を温かく
支援してくださることに力づけられました。特にアドバイスを受
けたのは、商品価格をいかに設定するかという点です。お客さま

が購入できる価格設定を見直すため、一から事業計画を見直し
販売目標が明確になりました。
　またWEBに長けた専門家をご紹介いただき、SNSやプレスリ
リースを活用したPRを支援していただいたのも力になりました。
加えて子どもの絵を使用することから懸念していた著作権侵害
についても問題ないことを確認したり、ロゴデザインの商標権を
取得したりと、知的財産に関しても専門的な見地からアドバイス
をいただきました。

 支援の成果
　2020（令和2）年2月1日にオンラインショップをオープン。
PR支援の効果もあって全国から注文を受け、順調に滑り出しま
した。バッグの他、お客さまのお手元で仕上げていただくチャー
ムキットも好評です。
　今後は、商品アイテムを増やす他、イベントへの出展やクラ
ウドファンディングを活用した販売も計画しています。子どもの
絵を作品にするとい
う「体験と喜び」をより
多くの人に広げてい
くことが目標です。

世界に一つだけの子どもの絵を
オーダーメイドでバッグ・雑貨に［リトルピカソ］

京都府よろず支援拠点活用事例紹介
京都府よろず支援拠点では、府内中小企業・小規模事業者のワンストップ相談窓口として広く経営相談に応じるため、関係機関等と連携して、
課題分析、解決策の提示、フォローアップを行っています。今回、本拠点を活用して経営課題解決に取組まれた企業事例をご紹介します。
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地下鉄丸太町駅下車⑤番出口を上がり、
目の前の信号を渡りそのまま直進。
最初の角を左折ください。
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Comp a n y  D a t a
●代　表　者／手塚 隆子
●事 業 内 容／服飾雑貨の製造販売
https://www.littlepicasso.jp/

代表者　手塚 隆子 氏

子どもの絵をコラージュ
したチャーム

子どもの絵をプリント
したバッグ
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支援コーディネーター
古谷 武徳


